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公益社団法人全国ビルメンテナンス協会 

2022 年定時総会 議事録（抄録版） 

 

１．開催日時 2022 年 7 月 21 日（木）13時 00 分～15 時 17 分 

 

２．開催場所 徳島県徳島市寺島本町西 1-61 

JR ホテルクレメント徳島「クレメントホール」 

 

３．出席代議員（96名のうち 95名） 

会場にて出席     69 名（議長 2名含む） 

インターネットで出席  0 名 

書面による議決権行使 21 名 

書面による委任状提出  5 名（全員議長へ委任） 

 

４．出席理事名簿（22名のうち 20名） 

① 会場にて出席 20 名 

一戸 隆男（会 長／代表理事）、佐々木 浩二（副会長／業務執行理事）、 

中野 信博（同）、村田 茂行（同）、佐々木 洋信（同）、 

堀口 弘（常務理事／業務執行理事）、伊藤 英明、猪股 徳臣、小田 浩司、 

梶山 龍誠、加藤 憲司、加藤 浩輔、菊池 健次、古賀 修、杉川 聡、 

鈴木 英介、鈴木 武、人見 嘉伸、山口 昭男、山田 春雄 各理事 

 

５．出席監事名簿（4名のうち 4名） 

① 会場にて出席 4名 

小出 修一、小栗 道乃、坂本 哲司、坪井 当彦 各監事 

 

６．議長選出 

定刻に至り、杉山事務局長が開会を宣言するとともに、代議員の過半数

が出席していることによって総会が有効に成立した旨を告げた。 

また、議長選出について、杉山事務局長が次の 2 名の代議員を議長とし

て提案し、承認された。 

下村 康信、多田 英人 

 

７．議事録署名人選出 

議長が自身を含む次の 4名の代議員を提案し、承認された。 

下村 康信（議 長）、多田 英人（議 長）、大嶺 健太郎、鈴木 邦彦 

 

８．会長挨拶 

議長の求めに応じ、主催者を代表して一戸会長が挨拶を述べた。 

 

９．審議事項及び議決結果 

第 1号議案 2021 年度事業報告承認の件 

第 2号議案 2021 年度決算承認の件 



 監事報告 

（2021 年度事業並びに決算の監事報告について） 

議長の求めに応じ、堀口常務理事が 2021 年度事業報告の提案説明をした。 

続いて、2021 年度決算について、堀口常務理事が提案説明をした。 

これを踏まえて、それぞれが適正に示されているものと認める監査結果に

ついて小出監事が報告した。 

以上の両議案に対して、事前に提出された質問はなく、議長があらためて

募ったが、代議員の発言はなかった。 

そのため、議長が採決を行った結果、第 1号議案、第 2号議案それぞれ出

席代議員の議決権の過半数の賛成を得て原案どおり承認された。 

 

第 3号議案 定款及び定款細則改正の件 

議長の求めに応じ、佐々木浩二副会長が改正の提案をした。 

議案に対し、東京協会小茅代議員から質問があり、佐々木浩二副会長が答

弁した。 

【問①】活性化される地区本部長会議では、地区本部長は所属する地区の

得失を抜きに全国レベルでの適正な議論を、かつ課題解決の提案を自ら行う

ことが必須と考えるので、徹底願いたい。 

【答①】全国の会員があまねくメリットを享受できることを前提とした施

策を、地区本部長が責任をもって講じなければならない。その役割と責務を

全うできるよう学び・共有する場を設定しながら、徹底に努めたい。 

【問②】委員会委員は協会役員に限らず推薦できる幅が広がった。全国レ

ベルの視点を持って適正な活動ができる人材が必要と考えるが、委員を選任

する際の考え方や基準はどうなっているか伺いたい。 

【答②】委員の推薦依頼時に要件を提示させていただきたい。ただし一番

重視すべきは委員会活動に対する本人の姿勢であると考える。積極的に活動

されたい方を推薦いただければ幸甚である。 

質疑のあと議長が採決を行った結果、出席代議員の議決権の過半数の賛成

を得て原案どおり承認された。 

 

10．報告事項 

議長の求めに応じ、堀口常務理事より 2022 年度事業計画及び予算の説明

があった。 

 

11．一般質疑 

東京協会向山代議員からの質問に対して山田理事（講習実施委員長）が答

弁した。 

【問】コロナ禍を背景に、全国協会が感染症対策に取り組み、社会に貢献

する姿勢は誇りとすべきである。今後も継続されることを強く望む。 

【答】昨年度立ち上げた感染制御衛生管理士（ICCC）認定講習会を拡大す

るとともに、本資格の背景となる技術や制度化の研究を継続する。また厚生

労働省の調査研究への協力も通じて、感染症対策に係る事業を充実させてい

きたい。 



12．その他 

議長が募ったが、発言はなかった。 

 

13．閉会挨拶 

議長の求めに応じ、主催者を代表して佐々木浩二副会長が挨拶を述べた。 

 

14．閉 会 

全ての議事が終了したため、議長は 15時 17 分に閉会を宣した。 

 

以 上 

 

この議事録が正確であることを承認し、これを証するため、 

出席した代表理事と議事録署名人は下記の通り押印する。 

 

記 

2022 年 7 月 21 日 

公益社団法人全国ビルメンテナンス協会 

会 長（代表理事） 一戸 隆男  ○印  

議事録署名人（議 長） 

代議員   下村 康信   ○印  

議事録署名人（議 長） 

代議員   多田 英人  ○印  

議事録署名人 

代議員     大嶺 健太郎  ○印  

議事録署名人 

代議員   鈴木 邦彦   ○印  


